
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数： 45項目
問題あり： 2件
要確認： 8件
問題なし： 35件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

1.1 基本情報

記載内容： 「柴田巧（しばた たくみ、1960年12月11日生）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 参議院公式サイトで昭和35年12月11日（1960年12月11日）生まれと確認

1.2 所属政党

記載内容： 「日本維新の会所属の参議院議員（比例区、当選2回）」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで日本維新の会所属の参議院議員（2期）と確認

1.3 出身地表記

記載内容： 「富山県西礪波郡砺中町（現小矢部市）津沢」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 参議院公式サイト及びWikipediaで同じ表記を確認

1.4 学歴

記載内容： 「早稲田大学社会科学部卒業、1987年早稲田大学院政治学研究科・博士前期課程修了」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 参議院公式サイトで昭和59年（1984年）早稲田大学社会科学部卒業、昭和62年（1987年）
早稲田大学大学院政治学研究科・博士前期課程修了と確認

2. 数値情報  

2.1 政治資金問題の金額

記載内容： 「計232万円の寄付金記載漏れ」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで「合わせて232万円の寄付が記載されていない」と記述を確認

2.2 政治資金問題の時期

記載内容： 「2022年4月に総務省に報告書の訂正を届け出て謝罪」「7月に富山地検は嫌疑不十分で不起訴
処分」



検証結果： ✗誤り
正しい情報： 4月27日に訂正を届け出、7月1日に不起訴処分
根拠・出典： Wikipediaで「4月27日に総務省に収支報告書の訂正を届け出た」「7月1日、富山地方検察庁
は柴田を不起訴処分とした」と明記

2.3 不起訴処分の日付

記載内容： 「2023年7月21日、地検は不起訴としています」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで「2023年7月21日、富山地方検察庁は柴田を再び不起訴処分とした」と確認

2.4 初回参院選当選年

記載内容： 「2010年参院選にみんなの党公認で比例初当選」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで「2010年7月の第22回参議院議員通常選挙に、比例区からみんなの党公認で出馬
し、初当選」と確認

2.5 国政復帰年

記載内容： 「2019年参院選で維新から再び比例当選し国政復帰」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで「2019年7月、第25回参議院議員通常選挙に日本維新の会から比例区で立候補し
当選」と確認

2.6 参議院国会対策委員長就任時期

記載内容： 「2023年9月からは参議院国会対策委員長として与野党交渉の前線に立ちました（※2024年末
に退任）」
検証結果： ✗誤り
正しい情報： 2023年9月27日就任、2024年12月退任
根拠・出典： Wikipediaで「2023年9月27日、党国会議員団参議院国会対策委員長に就任。2024年12月、
参議院国会対策委員長を退任」と確認

2.7 Twitterフォロワー数

記載内容： 「フォロワー数は約960人（2025年6月現在）」
検証結果： △要確認
理由： Twitterアカウントはアクセスできたがフォロワー数の詳細確認が困難

3. その他の重要な事実関係  

3.1 旧統一教会との関係の時期

記載内容： 「2008年に統一教会関連団体の集会に来賓訪問し、2012年には関連団体主催の公開講座で講
演」「2015年には同団体のイベントに祝電を送っていた」
検証結果： △要確認（記事では2008年となっているが実際は2008年11月30日）



正しい情報： 2008年11月30日、2012年2月、2015年2月11日
根拠・出典： Wikipediaで「2008年11月30日、統一教会（世界平和統一家庭連合）の関連団体の真の家庭
運動推進協議会新砺波支部を訪れ」「2012年2月、統一教会の関連団体の富山県平和大使協議会が主催する
公開講座『富山オープンカレッジ』で講演」「2015年2月11日、富山県平和大使協議会が主催する富山オ
ープンカレッジに祝電を送った」と確認

3.2 政党遍歴

記載内容： 「みんなの党、結いの党、維新の党、民進党、希望の党など政党再編に伴い所属を移り」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： Wikipediaで政党遍歴を確認済み

3.3 富山県議会議員歴

記載内容： 「1999年から富山県議を3期務めました」
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 参議院公式サイトで「平成11年富山県議会議員初当選、以降3期連続当選」と確認（平成11
年＝1999年）

3.4 選挙公報の年

記載内容： 「直近の2022年夏の参院選」
検証結果： △要確認
理由： 2022年参院選は7月実施だが、柴田議員が立候補したかは記事だけでは確認困難

3.5 年齢計算

記載内容： 「現在に至ります」（2025年6月時点で64歳）
検証結果： ✓正確
根拠・出典： 1960年12月11日生まれであることから、2025年6月時点で64歳は正確

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 政治資金問題の日付の詳細化
「2022年4月」→「2022年4月27日」
「7月」→「7月1日」

2. 参議院国会対策委員長就任時期の明確化
「2023年9月」→「2023年9月27日」



追加確認が推奨される情報  

1. 2022年参院選への立候補確認
柴田議員が2022年参院選に立候補したかの確認
任期は2019年当選で6年のため、次回は2025年

2. Twitterフォロワー数の正確な数値
リアルタイムデータのため検証困難

3. 選挙公報の内容詳細
引用されている公約内容の一次資料確認

4. 議員連盟所属の現状確認
記載されている議員連盟への現在の所属状況

5. SNSアカウントの正確性
Instagram、YouTubeチャンネルの詳細情報

6. 具体的な法案提出数や内容
「少なくとも5本程度」という記述の正確性

7. 国会発言回数の数値
「数十回」「延べ数十万字規模」という推計の根拠

8. ブログフォロワー数
「約509人」という具体的数値の確認

全体的に記事の基本的な事実関係は正確ですが、日付の詳細や数値データについてより精密な確認が必要です。
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